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目 的

三重県下の代表的な魚類養殖漁場において漁場環境

を把握し，漁業者自身が簡便に調査できる漁場環境指

標を検討する。

方 法

有機物負荷量指数を次のように定義し，この指数が

各漁場（尾鷲湾に設けた8定点）の底泥の強熱減量（IL）

や酸揮発性硫化物量（AVS）と高い正の相関があるか

どうかを確認した。

有機物負荷量指数＝給餌量×（1／水深／流速）

ここで，（1／水深／流速）は，生簀から排出された

有機物の，生簀直下への堆積のし易さを表す

（Yokoyama et al., 2004）。給餌量と流速は漁場や季節

によって大きく異なることが予想されるので，給餌量に

ついては，年間総給餌量が養殖生産量（東海農政局津

統計・情報センター, 2005; 2006）に比例すると仮定

して，各漁場の生産量の平均値にマダイ養殖における各

月の平均的給餌量（社団法人マリノフォーラム21,

1999）を乗じて，各漁場の各月の給餌量（相対値）を

推定した。流速については，2005年度に2・3ヶ月に

1回各漁場の海底直上1mで2・3日間の平均流速値を

石こう球で実測して，各漁場の各月の流速を推定した。

これらの推定値を用いて，各漁場の各月における有機物

負荷量指数を算出し，その12ヶ月平均値とIL及び

AVSとの相関を明らかにした。ILとAVSには，2003

年度と2004年度において4ヶ月に1回各漁場で調査し

た値の平均を用いた。

結果と考察

有機物負荷量指数は，ILと高い正の相関があった

（R=0.922, n=8）。これは，各漁場における有機物の堆

積が有機物負荷量指数の構成要素によって説明できる

ことを示唆している。また，この指数はAVSとも高い

正の相関があった（R=0.956, n=8）。これは，漁業者自

身が漁場の水深と流速を把握することによって，目標

AVSを達成するための養殖生産量を逆算できることを

示唆している。しかし現状では，本県の多くの漁場にお

いて流速は十分明らかにされていない。今後の課題であ

る。
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